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急
増
を
直
視
し
な
け
れ
ば

千 野 弄 庁 斎

高
齢

者

の
方

引

（窃

盗

）
事
件

が
県
内

で
急

増

し
て

い
る

。
摘
発
者

数
は
２
０
■
Ｏ
年
に
少

年
を
超
え

そ
の
後
、
少

年
が
減
少
に
転
じ
た
の

に
対
し

、
高
齢
者

は
右

一肩
上
が
り
状
態

が
変

わ
ら
な

い
。

県
警
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
は
万
引
防

止
に
懸
命
だ
が

、
現
象
面

へ
の
対

応
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

県
警
が
２
０
■
３
年
■
～
１１
月

に
摘
発
し
た
万
塾

容
疑
者
は
■
２

４
５
人
で
、
年
代
別
た
と
１０
代
は

２
■
８
人
だ

っ
た
が
、
６５
歳
以
上

は
３
８
５
人
に
達
し
、
高
齢
者
の

増
加
ぶ
り
が
際
立

つ
。
対
象
商
品

は
食
料
品
や
衣
料
品
が
多
く
、
店

内
の
死
角
で
バ

ッ
グ
な
ど
に
入
れ

る
手

日
が
目
立

つ
と
い
う
。

県
警
に
よ
る
と
、
罪
の
意
識
は

乏
し
く

「安
い
物
な
ら
い
い
だ
ろ

う
」

「代
金
を
払
え
ば
問
題
な
か

ろ
う
」
な
ど
と
開
き
直
る
ケ
ー
ス

も
あ
り

「説
諭
し
て
も
反
省
し
た

ふ
り
を
す
る
だ
け
」
と
い
う
。
監

視
員
を
派
遣
し
て
い
る
警
備
会
社

は

「年
活
閑
窮
な
ど
同
情
で
き
る

ケ
ー
ス
は
ご
く
少
数
」
と
す
る
。

高
齢
者
人
口
は
こ
の
２０
年
で
２

倍
に
増
え
た
が
、
高
齢
者
の
犯
罪

は
６
倍
以
上
に
増
え
た
と
の
指
摘

も
あ
る
。
世
界
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の

長
寿
国
日
本
は
、
す
で
に
６５
歳
以

上
の
高
齢
者
が
４
人
に
■
人
。
３５

年
に
は
３
人
に
１
人
、
６０
年
に
は

２

・
５
人
に
１
人

（内
閣
府
予
測
）

と
な
る
。
高
齢
者
の
人

口
増
を
は

る
か
に
上
回
る
勢
い
で
多
発
す
る

高
齢
者
犯
罪
の
背
景

に
何
が
あ
る

の
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
阪
大
大
学
院
国
際
公
共
政
策

研
究
科
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
社
会

的
孤
立
を
第

一
に
挙
げ
て
い
る
。

定
年
退
職
後
は
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
薄
れ
、　
一
方
、
単
独
で
の
生

活
に
は
刺
激
も
な
い
。
地
域
社
会

の
人
間
四
係
も
希
薄
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
近
所
で
茶
飲
み
話
に
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
も
な
い
。

高
臨
者
の
犯
罪
は
、
少
年
犯
罪

よ
り
も
世
間
か
ら
軽
視
さ
れ
て
き

た
印
象
が
強
い
。
い
わ
ば

軍
星
ど

だ

っ
た
感
が
あ
る
。
だ
が
、
超
高

齢
社
会
を
前
に
私
た
ち
は
問
題
を

直
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

研
究
グ
ル
ー
プ
が
興
味
深
い
提

言
を
し
て
い
る
。
一
つ
は
法
整
備

！

「高
齢
者
に
よ
る
犯
罪
に
関
す
る

法
律
」
を
制
定
し
、
国
自
身
が
関

題
意
識
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
で
、

社
会
に
そ
れ
を
提
起
す
る
。
第
２

は
国
立
の

「高
齢
者
自
立
セ
ン
タ

ー
」
構
想
だ
。
更
正
指
導
と
と
も

に
入
所
者
を
雇
用
、
収
益
事
業
を

行
え
ば
、
入
所
者
に
は
自
立
支
援

と
孤
独
感
の
解
消
、
セ
ン
タ
ー
は

運
営

コ
ス
ト
の
削
減
が
図
れ
る
。

検
討
す
る
価
値
は
あ
る
。

誰
も
が
高
齢
者
予
備
甲
だ
。
趣

味
を
持

つ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
加

わ
る
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す

る
、
な
ど
自
分
な
り
の
形
で
孤
立

に
陥
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
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高齢者の犯罪


